


「 位 体 デザ 力「三位一体のデザイン 力」

・・・・・「傷害データ」を商品企画に活かす・・・・・

三菱電機株式会社三菱電機株式会社

リビングデジタルメディア技術部

菊田 俊成菊田 俊成



１．このプロジェクトにおける「製品安全性」の範囲

デザイ 視点 取り組みデザイン視点での取り組み

キッズデザイン（ユニバーサルデザイン）キッズデザイン（ユニバーサルデザイン）

形状・素材への配慮形状・素材への配慮、
誤操作・誤使用を主対象にした安全・安心への取組み

角R、扉の指つめ、電源（切）・・・
エレベーターの 開 閉 ▲ ▼ ドアのPUSH  PULLのような・・・タ 開 閉 ア ような



２．「三位一体のデザイン力とは・・・」 事例

「三菱 蒸気レス ジャー炊飯器」・・・・・・・・傷害データから発想する商品企画

製品機能使いやすさ

結露しない結露しない

臭いが出ない

置き場所自由

連続沸騰で
おいしく炊ける

デザイン

商品価値

やけど防止やけど防止

傷害データ
（情報・研究）

ひとつの解決手段で３つの効果



３．「共創プロジェクト」 当社のテーマ

タイトル

「家電における、安全安心情報を取り込んだ開発の「しくみ構築」 と 「製品化研究」

タイトル

「三位一体のデザイン 力」

傷害データを開発の川上から商品企画に適用し、UD・KDの高度化製品開発を目指す

①商品企画関係者を巻き込んだ、企業内 安全知識循環の「しくみ」を構築する

傷害デ タを開発 川 ら商品企画 適用 、 高度化製品開発を目指す

１．「傷害データ」 ２．「使いやすさ」 ３．「性能/機能」の役割を担う部門間連携

三位一体 の しくみ を作る

②キッズデザイン（ユニバーサルデザイン）製品開発の高度化

三位一体 の 商品価値を創出する

傷害データ（安全・安心）： ①事故・傷害情報収集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・現象
②実態調査 （誤使用 誤操作 ヒヤリ ト） 原因

商品企画に活かせる情報が必要

②実態調査 （誤使用・誤操作・・・ヒヤリハット）・・・原因
③研究 （使用環境・行動/心理・誘引要素）・・要因



新形態 ジャー炊飯器

●蒸気レスで棚に据え置き／上部スペース活用可能

●そのままフタをして冷蔵庫へ保存

●蒸気レスでビルトイン可能●前面スライドオープン ●蒸気レスでビルトイン可能



４．安全知識循環型社会構築における 企業内でのデザイン開発の現状

子どもの行動計測

傷害データ（情報）の分析

究

病院

子どもの行動計測

安全知識循環型社会

事故発生
研究

工場・本社（不具合情報受付）

行政 メーカー

開発・製造と商品企画に分岐

事故情報や対策の周知

企業の安全知識循環 三位一体の開発

デザイン開発

報告・処置・公表

独自に安全性配慮研究

原因究明・対策

安全品質 の対応 対策は現状でも万全ではあるが 商品企画の川上から

独自に安全性配慮研究

安全品質への対応・対策は現状でも万全ではあるが、商品企画の川上から
デザイン部門が「傷害データ」（情報・研究）を入手・活用することに着眼。



組織

５－１．現状の課題

１. 組織上の問題

事業本部開発本部

工場
（開発/製造/営業）

デザイン研究所

（開発/製造/営業）

：商品企画デザイン依頼

本社
：不具合情報受付

傷害デ タ

：不具合情報受付

傷害データ・商品企画提案
・デザイン開発
・基礎研究

① 現状の「傷害データ（情報）」では、デザイン研究所へ伝える必要性が無いと判断



５－２．現状の課題

② 商品企画（デザイン）に必要な「傷害データ（情報と研究）」の整備が必須。

傷害データ（安全・安心）： ①事故・傷害情報収集・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・現象
②実態調査 （誤使用・誤操作・・・ヒヤリハット）・・・原因
③研究 （使用環境・行動/心理・誘引要素）・・要因

現状 デザイン研究所の取組み現状：デザイン研究所の取組み

① ユーザビリティワークショップ（UWS）① ザビリティワ クショップ（UWS）

② （ バ サ デザイ 開発評価シ ム）

モデルユーザーによる評価実験・解析システム

仮説・検証・評価のしくみは出来ているが・・・・・・

② UD-Checker（ユニバーサルデザイン開発評価システム）

仮説・検証・評価のしくみは出来ているが・・・・・・
元となる情報や研究データがあれば、商品企画のレベルアップが図れる



ユ ザビリティワ クショップ（UWS）

６－１．デザイン研究所の取組み（参考資料）

ユーザビリティワークショップ（UWS）
●各開発段階でユーザー視点での“使いやすさ評価”を実施

●繰り返し実施することで見落としをなくし より使いやすく改善●繰り返し実施することで見落としをなくし、より使いやすく改善

ユーザビリティ
ワ クショップ 改善指針

デザイン

ワークショップ

評価用

改善指針

プ タイプ

家電だけではなくＦＡ機器、公共
機器など全ての分野に対応

＜評価対象＞
・モックアップ（デザイン試作）

評価用
プロトタイプ制作

モデルユーザー

プロトタイプ

・製品試作
・操作設計仕様書

・シミュレーションモデル（画面）評 価実験データ解析
改善指針の立案

による評価実験

改善指針の立案



UD Ch k

６－２．デザイン研究所の取組み（参考資料）

UD-Checker（ユニバーサルデザイン開発評価システム）

●三菱電機独自のＵＤ評価ツール。開発過程で使用を推進
●デザイナー＋設計者がセルフチェック。ＵＤ達成度を確認

代表的な操作手順をタスク化

健常者 高齢者 小さな子供とい た健常者・高齢者・小さな子供といった
対象者を想定、問題点をチェック

項目ごとに得点づけ。設定した目標
に対し達成度をチェック→改善へ

項目ごとに得点づけ。設定した目標
に対し達成度をチェック→改善へに対し達成度をチェック 改善へに対し達成度をチェック 改善へ



７．「三位一体の商品企画の しくみ」

デザイン研究所 工場（開発/製造/営業）・技術研究所

製品機能使いやすさ 商品企画

傷害データ
（情報・研究）

本社・工場：不具合情報受付本社 工場：不具合情報受付



７．「三位一体の商品企画の しくみ」

デザイン研究所 工場（開発/製造/営業）・技術研究所

製品機能使いやすさ

商品企画の川上から 傷害デ タを共有し 解決手段を考える商品企画の川上から、傷害データを共有し、解決手段を考える

傷害データ

本社・工場：不具合情報受付



８．社会の動向

ザ

対策 の次元ではなく 三位一体の開発（商品価値向上）であることの意義

企業のスタンス ユーザーのスタンス

社会的責任 安全志向の高まり
品質（安全・安心） 経営戦略

安全志向の高まり
商品価値

性能の向上

新機能

使い勝手向上

デザイン

売れるモノ造り

店頭での商品力

魅力（商品の価値感）

進 安全 進より一歩進んだ安全への期待に対し、企業としても意思を持って進める。



例えば エアコンの室外機

９．例題

例えば・・・エアコンの室外機

ベランダからの転落事故１ ベランダからの転落事故１

注意表記？

子どもが よじ登れない形状

商
品
価子どもが よじ登れない形状

設置し易く、エクステリアにフィットするデザイン

２ 価
値
の
レ

デザイン価値

空力特性に優れた構造（形状）・・・省エネ・低騒音？３

レ
ベ
ル

デザイン価値

技術価値技術価値

デザイナーが技術を掘り起こすデザイン 力（発想力）



１０．波及効果

「安全・安心」社会形成の輪をつくる

安全知識循環型社会構築における 「メーカー内での循環のしくみの事例」
として業界への指針となる。

１

キッズデザイン理念の啓蒙

UDのレベルアップ

２

UDのレ ルアップ
「誰にでも使いやすく」 から 「誰にでも安全 で使いやすい 機能美へ」

キッズデザイン・ガイドラインの実践と啓蒙３ ラ 実践 啓蒙
（キッズデザイン協議会ガイドライン部会にて策定中）

世界をリードする 「デザイン品質」のために・・・ Kids
DESIGN PRODUCTS



８月２４日 広報発表８月２４日 広報発表






